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動画や作業を通して具体的な事象と数学を結びつける指導
一第 1学年 比例と反比例一
平野 圭 - ,.I
パヒルスの第1学年の学力診断凋丘の結果(達成率)を見てみると,水槽に水を
入れる内容,鋸 荒の入った三角形の面積V)問軌 自動血での比例関係を問 う柑l越
の3間が20%30%台の達成率である この:i間は文章を読むことが入った関
越で,出来が想いという面もあると思われる｡ しか し,数学的な内容について考
えても,や り方のみのおげえ込みによって多少は何とかなる敗や式の操作的な内
容と違って,｢なぜ｣｢どうしたら｣といった数学的に考えていく数学的思考力の
内容であるという面もある._数学的に思考 していく段階へ移行する珊分け 生徒
にとっても教師にとっても,どう超え超えさせ7Jかがとても盛斐な部分である
1つの改善の方向として, 日頃の授菜において,具体的事象を放 り込んで,坐
徒に考えさせろ授業をしていくことが 挙げられろO生徒U)頑U)中で,無理のない
よう少 しずつ,それぞれの解像と教学を結びつけていくu)である｡この方向で進
めている授業を通 して,さらに進んだ授嘗改善を探っていきたい｡
1 研究のねらい
第 1学年の比例と反比例の単元〝ノ目
標に,
具体的なTrL像の中にあるともな一)て
変わる2つ0)赦inに注目して,比例や
や反比例の関係を兄いだし,その変化
や対応のようすを考察することを池 し
て理解を深め.利JFlできるよ うにする｡
そのために,
ア.具体的な事象の考察を通 して.比
例,反比例の普 l味を理解すろ‥
ィ.座標の意味を理解するO
ウ.比例,反比例を表,式,グラフな
どで表 し,それrJの特徴を乃]=解すろ
工,比例,反比例の見方や考え方を,
具体的な岬塵の考察に活用できるよ
うにする｡
とある｡
この目標にもある ｢具体的事象｣と
いう言薬に重点を腔いて,
･できるだけたくさんの r姓体的/亡軸象J
に触れさせる
･｢具体的な咋象Jを適して数学の思考-
卓,つていく
･｢具体的な革袋｣への興味から,数学の
思考-の興味へ
という方向作を持って,授業実指をして,
ともなって変わる2つの救丑をどのよ
うに見つけるとよいのか
･ 変化や対応のようすをどのように飛べ
るとよいのか
といった′巨徒の数学的な思考力を深めてい
くととi)に,学んだことをいろいろな瀕象
の考察に活用 しようとする徳度を育ててい
く｡
こうした相み虚ねを研究材料として,数学
的思考力を伸ばすための指導のあり方を明
らかにしていく｡
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2 研究の内容
パピルス13号の36ページ第 1学
年のiJ,t力診LyT綱車の結果(達成率)を見
てみろと,
回水柵に水を入れる内容,
B]臥 点の入った三角形の商機のrど鳳
E]n勅軒での比例関係をfHJう関越
の3問が20% 30%lutの速成率で
あるり生徒が抽近話題になっている
『文責を理解できない.表現できな
いO活)lできない｡』といった即I越点
に漏れることなく,この3Hmが文章
題なので,出来が恋いとい j面もあ
ると思われる｡
しかし,教学的な内'容について湧,-
えてら,こ0)数ii関係の里元は,敬
や式の操作的な内容から,数学L′灯思
考力の内容に移行 していると捉えら
れる∩この牧ili:関係o)単元の達成率
が低いとい うことを,いかに改善 し
ていくべきかはとてri)屯曹であると
思われる｡
改善u)方向としては,日頃の授業
において,具体的中食を取V)込んで.
生徒に考えさせる得業をしていくこ
とが欠かせないo l二夫をして,出 来
るだけ多くの呪実車像を取りいれ,
授業をすることで,生徒に敬,:;I:の中
で,現実市象にたくさん触れさせる
ことが第一段階になる‖そ して,坐
徒の頭の中で,無理なく少 しずつ,
それぞれの軒教と数学が結びついて
いくのではないだろうか｡なかなか
うまくいか/亡いが,こうしたスモー
ルステップを重ねることが,生徒に
大きな力をつけていくのではないか
と考える｡
また,苦手意識を先立たせないために,
インターネ ットの励画を従ったり,表や
グラフを逓かせたりして.コンヒュ一夕
や屯卓(グラフ屯車)などを有効に使って
いきたい｡はじ桝 1使 うもの自体に日が
行って,数学までたどり省け/こい生徒が
多いが,道f1-を使 う回数を塵ね,数学へ
の結びつきをしっかり解説すろことで,
しっかりと数学の学習にもっていきたい｡
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学習指導案 (本鴫寮) (第 1次の第 1時)
単 元 名 比例と反比例
学 習 ･婆敦の中から変化する2つの砧をとらえさせ,表,式,グラフから比例の
の 関係を兄いだすことができる
目 標 ･比例の性質 を確終す るq
学習のねらいと発間 学 習 活 動 評価(▽)､配癒郵相(U)
1 .本時の学習課鰭を 1.本時の学習課題 ｢水を入れる様子 コソヒユ一夕,フ ロンでエ材を
理解させるo か ら比例の関操を考察ナるo｣を知るO
2 実生活との関連 2 水の入る様子の動何を見て,変化す
感 じながら,変化する る2つの敬をとらえるO 活用するn(○)
2つの量 を発表 させ ･時化巧と水の駄 実生活との関連を感
るO ･時間と水の高さ じながら,変化する
動画の中から,思いつ ･水のfIA-と水u)席 さ3,時間 の高 に前日して,ブラ 2つのL1-を発表するくことを発表させる∩3.グラフをノー トに (関心 .意欲 .値度)▽)比例,反比例の表,
苦かせる○ヲ亨くために フを考えるo 式 ,グラフを用いて
は,衣も必要であろこ 劫両の続きを見て確認する,.4_できたグラフが,正比例かどうか て表現 .処理するこ
とに気づかせるO とができるo(衣現 .
gl)画の続きを見させ 処理)(▽)
て 純経させる04.既習の表,グラフ, コンヒユ-タ,7'口シ'■エ卵を活用する○(○)比例,反比例の見方
式の正比例の特徴を思 を考える , や考え方を用いて,
い山させて,正比例に 義,求.グラフにおけるJIi比例の特徴 事象を考察したり,
なっていることを確認 を発表する.5.別の動画で,グラフの特徴をよと 予測 したりすることする05.まとめの動画を有 ができる｡(知瓢 .倭堰)(▽)結果が適切であるか
効に示 して,グラフの め,健認する. どうか振 り返って考
3 授業の展開の実際と生徒の反応
コンビユー タやプロジェクタを持 I',込ん
だので,｢今 E]は何するの ?｣と恥味稚々で
あるOインターネッ トの画b-から木 EJの内
容の数学U)曲面に入 り,水槽に水の入って
いく動画を見る｡生徒の中には,rこんなペ
ージがあるU)か !｣ といっf-rRJ.LT:壬,あるO
どんな)31'･lr二t,つてい くかだけを指示 し
て,できろだけ生徒に考えさせ/亡が1二ノ進め
ていくO
『変化しているのは何で しとう?過
｢水の虫,水の高さ,時間 ･･｣
『とt,なって変Iとしている2つはどれとど
れ ■?』
｢時間と水の高さ,時間と ･･･｣
次に
『時間とノku)高さについて,どんな関係が
.bろか調べよう』
『何が必要かな ?』(小学校の復習)
lそ0)ときo)値 ′表,表が,tr)るなL二)グラ
フがいい,･･･｣
何度 も勘所 を繰 り返 して
『値を読みましょうく=』
｢1分で 2cm,2分で4cm.- ･｣
rriを作ろう｡ グラフも作れろかな｡』
｢比例 じゃ｣
次に
『表やグラ7けどうなっていr=ら,比例な
の ?』
Iグラフはまっす ぐになった 1ええん じ
ゃ｡｣
｢長はどうなつとったらええん じゃ･1たか
な｣
咽 じず-)増えとっプ'-L-]ええん じゃ ｣
考えが出た ところで,
夷やグラフを使って よとめを書く｡
中学代では,長やグラフに加えて.式が登
場 L,JJiべ▲グラフと同 じように比例か どう
かを糾断することが=来ることを伝える｡
｢ 一十 ｢ J-nll¶ 一.~一.~-｢L
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4 まとめ
(1)成果
① 現実の事象を取 り上げる有効性
プロの水入れの現実座敷から放血関係U)
思考に入っていく内容の実践の例を嘩げた
のだが,生徒の反応は大きく,授美観紬を
守ることが大J/}な程だった｡外れた拝見を
含めてたくさんの意見が出てくるっそ うい
う確問が大切で,それに対するiL経の反応
も大切にしていく｡予想外の答えは,数日
の立場からすると敬遠 され る傾向がある
(思いもよらない反応は授黄の方向を修正
するのに時間がかかったり,修正できなか
った りするから)が,こうした授賞では,午
徒の考えをしっかり鷲倣させ,放 りしけて
いかないと,数学の)さ1考へ入る峠の生徒u)
艶味関心やテンションが下がってしま う
そ して,/巨従から.'判るたくさんの意見を -)
まくまとめて,教学のまとめの方向-もっ
ていくこと幸)蚤要である｡
まだ検証や結盟を数値にすることはでき
ていないが,肌で感 じる生徒の雰幽気やワ
ークシー トの感想から.こうした授業の中
で.工夫を加え.数学の内容をしっかi')y
iJLiえさせていく授饗をTFわていくことて.
現実事象の問を見てヰ､後ずさりせず.沖に
楽 しい気持ちで取 り組んでいく生徒を育て
ていると感 じることができた｡
② 動画を取 り込む有用性
コンピュータやフ'ロジごクタを持ち込んだ
ので,｢今 日は何するの?｣とIAL味津々であ
るOインターネ ットの画血から本 日の内容
の数学の画血に入 り,水槽に水の入ってい
く動画を見せる∩
軌両を繰 り返 して見せながら､
① 『変化 していろのけ何でしょう?』
② 『ともなって変化 している2つはどれ
とどれ ?』
などと､問いかけていく｡動画に食いつい
てきた生徒は､冊悔的に ｢水の左t,水の高
さ,時間-｣｢時間と水の高さ,時制と- ･｣
と依存関係に着目できた.
(2)課題
放Ln関係の楯極的に取 り糾みやすくする
ために､ 1次関数等についても､栢極的に
動画や作業を通 して具体的な事象と数学を
結びつける授業を開発して行きたい｡
(平成 19午10月 2日受FJ!)
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